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【
問
】「
Ｊ
Ｏ
Ｃ
陸
上
競
技

強
化
拠
点
」・「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
競
技
別
強
化
拠
点
」
に

指
定
さ
れ
て
い
る
飛
驒
御

嶽
高
原
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
エ
リ
ア
を
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
機
に
日
本
の
高
地

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
メ
ッ
カ

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。今
後
の
整
備
推
進
は
。

【
答
】高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

エ
リ
ア
の
注
目
度
が
増
し

て
お
り
今
後
様
々
な
競
技

種
目
で
の
利
用
が
予
想
さ

れ
る
。
岐
阜
県
も
当
推
進

協
議
会
に
新
た
に
加
入
し

「
清
流
の
国
２
０
２
０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
取

り
組
ま
れ
る
。
市
に
お
い

て
も
全
庁
支
援
体
制
で
進

め
る
。

【
問
】当
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
エ
リ
ア
推
進
協
議
会
の

構
成
と
方
向
性
は
。

【
答
】我
が
国
で
高
地
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
第
一
人
者
で

あ
る
小
林
寛
道
東
京
大
学

名
誉
教
授
に
会
長
と
し
て

就
任
い
た
だ
き
、
高
山
市

長
と
下
呂
市
長
が
副
会
長

と
な
り
、
エ
リ
ア
の
民
間

事
業
者
が
構
成
員
と
な

る
。連
携
を
図
り
な
が
ら
、

国
や
競
技
団
体
、
関
係
機

関
に
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

と
共
に
受
け
入
れ
態
勢
の

充
実
を
推
進
し
て
い
く
。

【
問
】ア
ク
セ
ス
道
路
3
路

線
の
整
備
推
進
は
。

【
答
】国
道
３
６
１
号
線
は

平
成
29
年
度
供
用
開
始
の

予
定
で
あ
り
、
中
之
宿
地

内
と
大
古
井
の
改
良
は
用

地
測
量
等
進
め
て
い
る
。

県
道
御
岳
山
朝
日
線
は
１

・
５
車
線
に
改
良
し
、
市

道
ソ
ク
ボ
線
舗
装
工
事
も

順
次
進
め
て
い
く
。

【
問
】県
道
併
用
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
「
飛
驒
御
嶽

尚
子
ボ
ル
ダ
ー
ロ
ー
ド
」

の
安
全
性
を
ど
の
よ
う
に

確
保
す
る
か
。

【
答
】旧
道
や
残
地
部
分
を

有
効
活
用
す
る
方
策
で
、

安
全
を
確
保
す
る
。

【
問
】そ
の
他
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
施
設
や
宿
泊
施
設
、
情

報
通
信
環
境
、
飛
驒
高
山

御
岳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
整
備
は
。

【
答
】現
有
施
設
の
改
善
や

新
設
等
が
必
要
と
考
え
ら

れ
、
今
後
推
進
協
議
会
が

中
心
と
な
り
、
国
や
Ｊ
Ｏ

Ｃ
等
関
係
機
関
と
協
議
し

検
討
・
推
進
し
て
い
く
。

【
問
】第
四
次
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て

は
、
施
設
整
備
と
共
に
ス

ポ
ー
ツ
の
幅
広
い
効
用
を

考
慮
し
た
、
観
光
都
市
に

相
応
し
い
計
画
の
策
定
を

求
め
る
。

【
答
】ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

意
義
な
ど
を
再
認
識
し
な

が
ら
、
次
期
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
た
い
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

　

ピ
ッ
ク
に
向
け
て

木本　新一 議員

【
問
】一
括
法
施
行
後
の
現

状
は
。

【
答
】自
ら
暮
ら
す
地
域

は
、自
ら
考
え
る
と
言
う
、

住
民
主
体
の
発
想
に
基
づ

き
、
自
主
性
の
あ
る
行
財

政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き

た
。

【
問
】総
合
計
画
の
基
本
的

方
向
性
は
。

【
答
】人
口
構
造
の
変
化
、

財
政
基
盤
の
脆
弱
化
、
取

り
巻
く
課
題
に
対
応
で
き

る
自
治
体
経
営
力
を
高
め
、

市
と
市
民
の
役
割
分
担
を

し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
実
践
し
、
自
立
し
た
ま

ち
の
実
現
に
取
り
組
む
。

【
問
】市
職
員
の
「
専
門
性

と
創
造
性
」
の
育
成
は
。

【
答
】「
第
３
次
人
材
育
成

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、

派
遣
・
海
外
研
修
等
に
よ

り
、
新
た
な
知
識
の
習
得

や
、
視
野
を
広
め
、
専
門

性
や
創
造
性
を
高
め
る
目

的
で
実
施
し
て
行
く
。

【
問
】基
本
事
項
は
、
随
時

改
正
し
て
い
る
か
。

【
答
】実
績
を
考
慮
し
、
随

時
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

【
問
】期
間
延
長
の
考
え
は
。

【
答
】市
も
管
理
者
も
リ
ス

ク
を
負
う
可
能
性
が
あ
る

が
、
今
後
５
年
間
の
中
で

検
討
す
る
。

【
問
】基
礎
収
入
額
の
算
出

方
法
は
。

【
答
】算
定
は
し
て
い
る
が
、

指
定
管
理
料
の
設
計
額
の

積
算
根
拠
で
あ
り
、
非
公

開
と
し
て
い
る
。電
気
料
、

燃
料
単
価
、
物
価
の
上
昇

な
ど
は
想
定
し
て
い
る
。

【
問
】不
測
の
事
態
と
は
。

【
答
】地
震
、
台
風
等
の
自

然
災
害
、
物
価
変
動
、
観

光
客
激
減
、
気
象
条
件
の

不
良
等
を
要
因
と
し
た
、

管
理
料
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
る
。

【
問
】赤
字
管
理
施
設
の
対

応
は
。

【
答
】黒
字
経
営
が
前
提
だ

が
、
単
な
る
結
果
の
す
り

あ
わ
せ
で
な
く
、
経
費
、

収
入
の
詳
細
等
協
議
し
指

導
し
て
い
る
。

【
問
】モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
の
指
定
時

の
反
映
は
。

【
答
】結
果
は
評
価
に
反
映

し
て
い
る
。
総
合
評
価
Ｂ

以
上
の
公
募
施
設
は
、
努

力
を
評
価
し
、
非
公
募
に

切
り
替
え
る
等
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入

　

後
の
対
応

橋本　正彦 議員

高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
エ
リ

ア
を
日
本
の
メ
ッ
カ
に

第
四
次
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
と
観
光
都
市

一
括
法
施
行
後
の
現
状
と

総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り

基
本
的
方
向
性
は

人
材
育
成
に
関
す
る
課
題

に
つ
い
て

指
定
管
理
者
制
度
導
入
後

の
基
本
事
項
の
対
応
は


